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平成18年 度 情報処理センター学生スタッフの活動について

学生 ス タ ッフは、 自習利 用者 の支 援 や 自習室 の整 備等 、 セ ンター利 用 者へ のサ,__._ビス の

向上 のた め電 算実 習室 に配 属 され てい ます 。 また 、ユ ーザ.___.ズガイ ドの編 集 や公 開講座 の

サポ ー トな ど学生 の視 点 か ら情報 化 の推 進 に協 力 してい ます 。

平成18年 度 は約30人 の登録 が あ り、情 報 処理 技術 や コ ミュ ニケ ー シ ョン能力 を高 め る

ため に4グ ル ープ(「 ユ ーザ ーズ ガ イ ド&公 開講 座」 「広 報」 「資料 作成 」 「教 材作 成 支援」)

に分か れて作 業 を行 い、 ス タ ッフ各 自の課 題 に も取 り組 み ま した。

○ユ ーザーズ ガ イ ド&公 開講座 班

平 成17年 度 か ら作 成 して きたユ ーザ ー ズ ガ イ ドHTML版 の 基本 形 をほ ぼ完 成 させ ま し

た。作 成 当初 は冊 子 用 に作 成 した もの をHTML化 した だ けで したが 、 そ の後 メ イ ンメニ

ュー を付 け足 しま した。実 際 に学 生 が利 用す る場 合 を考 え、初 め て この ホー ムペ ー ジを見

た と して も、探 して いる ものが 直 ぐに見 つ か る よう、そ してパ ソ コ ンに不慣 れな学 生で も

簡単 に操作 が 出来 る ように作 成 しま した。後期 にお いて も修正 を加 えなが らの更 新 とな り

ま した。 大 きな修 正 点 は 「情 報 処 理 セ ン タ,___内部 の 見 取 り図」 の 変 更 で した 。 ま た 、

HTML版 で は フ レー ムや リ ン クな どを多 用 す る為 、 基礎 とな る フ レー ム タ グ を作 成 す る

の には苦労 しま した。

パ ソ コ ン入 門講 座 用 テ キ ス トは特 に大 きな変更 点 は な く、平 成17年 度 の講座 中 に受講

生 か ら受 け た指 摘 を元 に更 に良い もの を目指 し改 良 を加 え ま した。8月21日 か ら24日 の4

日間で行 われ たパ ソコ ン入 門講座 には延 べ7名 の学 生が 補助 ス タ ッフ と して入 りま した。

初 日には奈 良 テ レビが 取材 に来 られ、皆 の や る気 を起 こす 良い添 加剤 にな った と思 い ま

す。講座 中 も問題 は一切 起 こ らず、良 い雰 囲気 の 中で講座 を行 うこ とが 出来 た と思 い ます。

本年度 か らの新 しい取 り組 みで あ る フ ォロ ーア ップで すが 登録 者 は多数 居 られ る に もか か

わ らず まだ利用 者が1名 も居 られない の は少 し寂 しい ところです 。

Exce1入 門講座 用 テ キス トは まず 、表 紙 の 図案 を班 員 に一 つ ずつ作 成 して も らい 、個 性

味溢 れ る図案 に変更 しま した。次 に住 所録 の デ ー タを奈 良大学 ・奈 良大 学生 に関係 のあ る

施設 の住所 録へ と変 更 しま した。 これ は受 講者 に奈 良 大学 とは どうい う大学 なのか を知 っ

て貰 お うとい う意 図の も と、変更 した ものです 。他 には記 載 デー タの数値 の変更 や誤 字脱

字 の修 正 をか け ま した。5日 間の講 座 も無事 成功 を収 め る こ とが 出来 ま した。

平 成19年 度 用 ス ター トア ップ ガ イ ドも作 成 しま した。 主 な修 正 箇所 は 「情報 処 理 セ ン

ター内部 の見取 り図」 で す。
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平成18年 度 奈良大学情報処理センター公開講座

パ ソ コ ン 入 門 座
～デジカメ写真を利用したオリジナルカレンダーを作ろう～

平成18年8月21日(月)～24日(木)

主催=奈良大学情報処理センター

後援=奈良市教育委員会

「パ ソコン入門講座 テキス ト表紙」

Excel入 門 講 座

平成18年9月30日(土)～10月28日(土)ま での毎週土曜日

主催=奈 良大学情報処理センター

後援=奈 良市教育委員会

「Excel入 門講座 テキス ト表紙 」
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「HTLM版 ユ ーザ ーズ ガイ ド」

奈良大学惰報処理センター

ス タ ー トア ップ ガ イ ド

パソコンを利用するにはユーザ」ID(コ ンピュータ上の名前)とパスワードが必要です。
あなたのユーザ」IDは 学生証に記載されていますO

「ス ター トア ップガ イ ド表紙」
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○広 報班

平 成18年 度前 期 にお い ては 、業務 内容 ・連 絡 事 項 を班 ノー トに書 き、他 の班 員 が そ れ

を読 む こ とに よ り周 知 させ る事 が 出来 ま した。

セ ンターニ ュ ース は無事 作 成 出来 ま したが 、班員 が手 薄 にな る時期 と重 な った ため広 報

班全員 で の作 成 が 出来 なか った事 が残念 で す。

また、情報処 理 セ ンターホ ームペー ジの修 正業務 に関 しては、チ ー フ以外 の班員 が新 規 ス

タ ッフで あ り、業 務 に必 要 なHTMLに 関す る知識 ・技 術 を持 って い ない状況 で したの で、

HTMLの 習得 を目的 とした講座 を教材作成 支援班 と共 同で開講 しま した。そ の結果 、本格 的

では ない ものの、あ る程度 のホームペ ージ修 正 と更新 は全 班員が行 える ように な りま した。

平成18年 度後期 にお けるセ ンター ニ ュース作 成 につ きま しては、 当初 の予定 は過 ぎた も

の の、年度 内 に完成 させ る事 が 出来 ま した。今 号 にお け る最 大 の成 果 は、 ほぼ全 員参 加 し

た ミー テ ィ ング におい てニ ュー スの記事 を決 め、作 成 で きた事 です 。今後 も全 班 員 と ミー

テ ィングを開 きなが ら、 セ ン ターニ ュース を班 員 の手 で作 成 してい きたい と思 い ます。

また、本格 的で はあ りませ んが 、 ホー ムペ ー ジ を修正 ・変更 す る事 が 出来 ま した。新 年

度 にお け る 「セ ン ター マ ップ」 ・ 「研 究 業 績0覧 」 ・ 「学生 ス タ ッフの紹 介」 ・「平 成19

年度 の 自習利 用 時 間」の変更 を 「セ ン ターか らのお知 らせ 」 ペ ー ジに掲 載 し、 「セ ンターマ

ップ」 ・ 「ユ ーザ ーズ ガ イ ド」 を他 班 との 共 同作 業 で更新 す る こ とが で きま した。

この ように、後期 には前 期 か らの モ ッ トー で あ った 「見 やす い ・読 みやす い ・わか りや

す い」 を実 践 しなが らホー ムペ ー ジの修 正 及 び セ ン ター ニ ュース の作 成 業務 に取 り組 む事

が 出来 ま した。 しか し一 方 で は、引継 ぎ ミス な どもあ ったの で、 円滑 に作 業 の引 継 ぎが行

える よ う、班 ノー トを利用 した 「報 告 ・連絡 ・相 談」 を徹 底 してい きます 。

遷
、慧

茜諦
巨1§,1

「セ ン ター マ ップ」

1月iO日

奈 良大学惰報処理セ ンター

今圃のセン9-=s一 スは、学生スタッフ広職綴が中心となり.すべて学生ス9ッ7の
手で作戚、編集しました。ご貰覧ください。

昌 凍
i

ii蕪i難;i鰻ill轡i
　パソコンス.nom　　ピロの　スロロロ　

1:龍;盗12鷲 鵠騒;

,澗 鯛。。,.。生。,。瑚 鰍 毒。.。黎 酬 二ついて:

1.卒 粟●文の作成について

卒集●文を作威する時期になり霧した。これから鯖■気理センターを利用する娠会ぶ増

えることと思います。これによりプリンタを使用する楊会も増えることと思います。
現在.第2電 算隻■霊(!-102》 にはプリンタが4$、 第4電算契■霊(」-208}
にはi台、それぞれ設璽しています。家た、学生スタッフ作蔑のr卒桑陰文印馴ガイド」

も設置してい旗す。ご覧になる方は.学生スタッフまでお尋ねください。
最後IC,卒集●文用用MEは饒買齢で賑亮していますが.プリンタの厳詰まりが頻繁に露

生しますので.出来るだけ余分に掩参するようお願いします.
また、敵瞳等によりプリンタが使用できない可飽性もありますので、時閥に余裕をもっ

て利用すると共に.ご注意ください。

「セ ン タ ー ニ ュ ー スNo.57表 紙 」
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○資料作成班

資料作成班の主な業務は平成17年 度に引続 き、Accessへ の利用者 デー タ入力 ・自習利

用簿のチェック ・利用者数のチェック及び月初めの利用統計表作成となりました。新 しい

班員との連絡が取れず、班員以外のスタッフにも資料作成班の作業である利用者数のチェ

ック ・訂正をお願いするという事がありました。

また、利用 ソフ トの記入内容については不明瞭な場合が多 く、情報収集のため利用統計

アンケー トを行いましたが利用者への周知が不十分であったので効果はありませんで し

た。ソフ トの詳細化および統一化がこれからの課題となります。

現在のところ、センターで利用できるソフ トを把握できるように、自習利用簿にソフ ト

の一覧表を付けました。今後、利用者の反応 を見て利用 しやすさを追及 していこうと考え

てお ります。

○教材作成支援班

HTML講 座 を広報班 と共 同で行 いま したが、参加者が少ないため ミーティング扱いに

なりました。結果 としては、新 しい班員のHTMLに 関する理解が高 ま り、班全体 のスキ

ルアップにつながったと思われます。

また、教材作成支援班のページを作成 しました。HTML講i座 実施後 か ら何度 か更新 を

繰 り返 しながら何 とか0つ のページがで きつつ あ ります。HTML・ タグ使用 の練習 にも

なってお り、少 しずつではあ りますが、班員のレベルアップにもつながっています。

さらには、「奈良大学教育支援システム」に、教員から依頼された教材を掲載すること

となり、更新の際に必要なFTPに 関する講習会 も開催 しま した。

情報処理センターでは、授業のプリントや資料、講義の簡単なまとめ等を配布するサービスを行います。協力していただける先生がおられましたら情報処

理センターまでお知らせください。

情報処理センター

電話(内線).

e-mail:center@8◎gaki.nara-u.acjp

・ 青木 芳夫

0　 　　　　のチ　き

7度 前 タoL

o[27度 前 外国史

7度 前 外 史2

2

7度aii西;z

・ 大坪 庸介

。 心理学研応法II

。 幽

。 心理学応用実習1(二)

。 心理学応用実習11(一)

・ 大町 公

o人 日論1(二)

7年 度前期 西洋史概論 一世 遺産で諜むラテンアメリカの歴史一v。11

現在、教材の提供されている科目は以下の通りです。

氏名のアイウエオ順に掲載 しています。

西,近 現代史・両アメリカ史一

近代工 土会の二 ・ ‐volt

近代工業社会の諸'9A題‐vol.2

近代工業社会の諸 酎題‐vol.3

A産 で読む一テンアメリカの歴 ‐vol.2

「奈 良大学 学習 支援 シス テ ムTOPペ ージ」

※平成19年 前期に画像の通 り名称 を変更 しました。

一62一




